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水俣第一小学校だより
学校教育目標 夢を持って主体的に学ぶ、心豊かでたくましい児童の育成

めざす児童像
１ 夢や目標を持ち、その実現に向けて努力する子供 ４ 探究心にあふれ、主体的に学習する子供

２ 思いやりと感謝の気持ちを持って命を大切にする子供 ５ 元気に遊び、進んでからだを動かす子供
３ 人との関わりを大切にし、進んで明るいあいさつ・返事をする子供

日常にある成長の機会を生かそう 運動会を盛り上げてくれた応援団の皆さんの写真と、団
水俣第一小学校長 吉井 秀男 長からの一言です。

今年、子供たちが掲げた運動会のスローガンは「全力で
取り組み、感動を届けられる運動会」でした。そして、当
日、子供たち一人一人が最後まであきらめず全力で取り組
み、全員の全力にまとめていきました。その姿に、ご観覧
の皆様からも大きな拍手を賜りましたことは、子供たちは
もとより、職員にとっても力となる大きな喜びでございま
した。ご声援ありがとうございました。
さて、そのような成果を感じる中、１１日（木）には、

５、６年生による市小体連の陸上記録会が行われました。
あいにくの天候で、決して良いコンディションとは言えま
せんでしたが、競技場には、一小生の躍動する姿がありま
した。小雨に打たれての競技となりましたので、開始前に
は、子供たちのモチベーションを大変心配していました。
しかし、子供たちは、見事に気持ちを整えて集中し、個人
種目も、リレー種目も、応援も精一杯取り組んでいました。
まさに、運動会の勢いそのまま、そして、運動会での学び
を生かし、一人一人の全力を全員の全力にまとめ上げてく
れたと思います。
このように、一小の子供たちは、たくましく成長してい

る姿を見せてくれましたが、もう一つ素晴らしい力を示し
てくれました。それは、さわやかで、はつらつとしたあい
さつです。実は、開会式前から、他校の校長先生方からの
「一小はあいさつがよくできますね。」「一小の子供たちは
素晴らしいあいさつをしてくれました。」といったおほめ 小雨の降る中でしたが、熱
の言葉をいただいておりました。その折、期せずして、本 い声援、選手の活躍がありま
部テント横を一小生がまとまって元気よくあいさつをして した。以下に種目１位となり
走って通り、再びおほめの言葉をいただいた次第です。 表彰を受けた子供たちと学級
手前味噌で恐縮ですが、この度の記録会は、知・徳・体 を紹介します。

の調和のとれた子供たちの育成に力を注いでいる本校とし ５年女子走り幅跳び 木本朝希
て、子供たちの成長を実感し、大きな喜びを感じた大会で ５年女子ボール投げ 梅下千尋
した。参加に当たってのご協力、当日の応援をいただきま ５年男子１００ｍ走 中村和輝
した皆様には、大変お世話になりました。ありがとうごさ ５年男子走り幅跳び 柿本悠瑛
いました。 ６年女子８００ｍ走 齊藤里沙 ５年女子4×100ｍリレー
一小の子供たちが、失敗を恐れることなく、最後まであ ６年男子８００ｍ走 續山和虎 ５年３組

きらめないで取り組む機会は今後もたくさんあります。子 ６年男子ボール投げ 山口光輔 ５年男子4×100ｍリレー
供たちが飛躍する絶好のチャンスをつかんで更に成長して ６年男子１００ｍ走 冨吉杏吏 ５年１組
くれることを期待しています。 ６年男子4×100ｍリレー ６年２組

＜１０～１１月の行事予定＞
日 曜日 行 事 予 定 給食
１８ 木 学校開放日 ○
１９ 金 見学旅行（４年） 4年弁当

24･25 水･木 修学旅行（６年） ○
２７ 土 土曜授業 ×
３０ 火 袋小実践研究発表（３時間授業） ○

１１月
２ 金 避難訓練（火災） ○
３ 土 文化の日 ×
５ 月 国語算数大会範囲発表 ○
８ 木 学校訪問 ○

【ご協力に感謝します】 【１年生の元気な声でスタート】 １４ 水 市音楽会（５年） ○
１５ 木 国語算数大会 ○
１７ 土 土曜授業 ×
２０ 火 振替休業日（一小まつり） ×
２３ 金 勤労感謝の日 ×
２４ 土 一小まつり 弁当
２８ 水 人権教育実践事例研究会（午前中授業） ○
今年の学習発表会につきましては、一小まつりとあわせ

て行わず、各学年毎に発表に適した時期に計画する予定で
す。期日につきましては、学級通信等でお知らせ致します
のでよろしくお願いします。一小まつりにつきましては、
子どもと一緒に将来への希望を開くよい機会ですので、ぜ

【心も一つになった感動の組体操】【優勝は、赤団でした】 ひご参加いただきますようお願いします。

私は、赤団団長になっ
てとてもよかったと思い
ます。応援を全力で頑張
りました。赤団のみんな
で協力して優勝できてと
てもうれしかったです。
これからも、みんなで協
力し、積極的に行動して
いきたいです。
（赤団団長：中原歓美）

ぼくは、応援団長として、
大きな声を出してみんなを
まとめることを意識してが
んばりました。優勝はでき
ませんでしたが、みんなと
団結できたのでよかったで
す。運動会で経験したこと
を中学生に向けて生かして
いきたいです。
（白団団長：中山 樹）




